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応用数学Ⅰ(物化)(16T以降) 伊藤　昇

Mathematics for Engineering 1 大野　博道

2 前期 水曜･４時限

工C3-101教室 講義

非該当

市民開放授業

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 微分方程式やラプラス変換の理論を理解し，それらを用いて標
る基礎学力が身についている。 準的な問題を解くことができるようになる．

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 この授業の前半部分では，微分方程式の解を有限回の積分で見いだす標準的な手法である求積解法につ
いて学びます．後半部分では，工学分野においてフーリエ変換と並んで重要な積分変換であるラプラス
変換を用いて，定数係数線形微分方程式の解を求める方法について学びます．いずれの解法についても
，授業中の例題解法を通じて，計算能力と応用力を養うことができます．

(5)授業計画 第１回　求積解法１（一般解，特殊解，特異解，任意定数，求積解法での注意点，変数分離形）
第２回　求積解法２（同次形，１階線形微分方程式）
第３回　求積解法３（定数変化法，ベルヌーイの微分方程式）
第４回　求積解法４（全微分方程式，完全性，積分因子）
第５回　求積解法５（その他の１階微分方程式，高階微分方程式）
第６回　２階線形微分方程式１（同次形，１次独立，１次従属，ロンスキ行列式）
第７回　２階線形微分方程式２（特性方程式，特性解，基本解）
第８回　２階線形微分方程式３（未定係数法による特殊解の求め方）
第９回　ｎ階線形微分方程式（同次形，非同次形，解の構造）
第10回　ラプラス変換１（無限積分の復習，ラプラス変換の定義，基本公式）
第11回　ラプラス変換２（線形法則，相似法則，平行移動法則，像の移動法則，微分法則）
第12回　ラプラス変換３（積分法則，像の微分法則，像の積分法則，合成積法則）
第13回　ラプラス変換４（ラプラス逆変換）
第14回　ラプラス変換５（初期値問題の解法，境界値問題の解法
第15回　ラプラス変換６（連立微分方程式の解法，偏微分方程式への応用）
　　　　授業アンケート
第16回　期末試験

(6)成績評価の方
法

期末試験を行い単位を認定する．90点から100点のものは秀，80点から89点のものは優，70点から79点の
ものは良，60点から69点のものは可とする．
上記に加えて講義内の演習等で積極的な発表・レポート提出を行った場合には，加算点として考慮する
こともある．

＊出席の確認には出席確認システムを使用する．

(7)成績評価の基
準

期末試験は授業内容と同レベルの問題から出題する．評価は(4)を参照．

(8)事前事後学習
の内容

この講義では，教科書をもとに，講義内容の予習・復習をすることが求められる．また，復習として教
科書に載っている演習問題を解くことが求められる．

(9)履修上の注意 予備知識：１年次に履修する微分積分学I・II
数学は一度わからなくなってしまうと，その後の内容が理解できなくなってしまうことが起こりがちで
す．講義中わからないことができたら，そのまま放置するのではなく，きちんと理解をした上で次の講
義に臨むようにしてください．

(10)質問,相談へ
の対応

質問は教室内またはオフィスアワーに受け付けます．オフィスアワーの時間・場所は授業時に受講者に
アナウンスします．また，前もってメールで面談日時を予約をした方が確実です．電子メールでの質問
も受け付けます．

(11)その他

【教科書】 応用解析の基礎（大野博道・加藤幹雄・河邊淳・鈴木章斗）培風館（2900円＋税）

【参考書】 特に指定しない


